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｢放射線｣という言葉のイメージ

• 危険

• 目に見えない

• 体に悪い

• 怖い

（2004 日本原子力文化振興財団の調査結果から）



｢放射線｣と聞いて思い浮かべること

• レントゲン検査・放射線治療

• がん・白血病

• 原爆

• 有害・危険・不安

（2004 日本原子力文化振興財団の調査結果から）



放射線影響の歴史
―放射線の発見・利用とともにー



X線管
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初期のX線診断の様子(1898年）
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1895年 Ｘ線の発見（レントゲン）

1896年 放射能の発見（ベクレル）

1896年 皮膚の発赤 脱毛作用

1897年 有毛性母斑のX線治療

1901年 モルモットのＸ線急性死

1902年 ヒト皮膚がん

1904年 ヒト白血球の減少

放射線の生物影響の歴史



放射線の影響の分類（１）

細胞が失われることによって起こる障害
（組織反応）
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組織反応と線量の関係



しきい値（閾値）

これを超えると障害が起こる線量





放射線の影響の分類（２）

細胞の変異によって起こる影響
（確率的影響）

遺伝的影響

がん



細胞の変異

放射
線

単一の細胞の変異から生じる がん
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線量（ミリシーベルト）
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がんのリスクー原爆被爆者の調査研究から

100mSvよりも低い線量では

がんリスクの有意な増加は
認められない。



100ミリシーベ
ルト低線量 線量

仮定

直線しきい値無しモデル

100mSvまでの線量では疫学的には有意なリスクの増加が認められていないが、
放射線防護や放射線管理の立場から、低い線量であっても、線量に対して

直線的にリスクが増加するとする考え方。
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直線しきい値なしモデルの背景

DNA 損傷

突然変異

がん

放射線



生体防御機能による発がん過程の抑制

DNA 損傷

突然変異

がん

放射線

抗酸化物質

DNA 損傷修復

突然変異細胞
除去機能

がん細胞除去機能

生体防御機能



生体の防御能力
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生体防御能力による障害の軽減

線量



長期にわたる被ばく
（線量率効果）

「高自然放射線地域」の疫学調査結果から
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世界の各地の大地から受ける年間自然放射線量



インド高自然放射線地域



21

0.5

1.0

1.5

0

総線量 (ミリグレイ)

0.2 0.4 0.6 0.8 1.0

インド高自然放射線地域における発がんリスク
ー原爆被爆者との比較ー

同じ線量でも、長期にわたる被ばくの場合はリスクの増加が認められない。

インド高自然放射
線地域住民（◆）

原爆被爆者（●）
Preston et al, Radiat Res 168, 1 (2007)

Nair et al, Health Phys 96, 55 (2009)
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急性被ばくと長期にわたる被ばく
－生物影響の現れ方の違い－

時間

高線量率急性被ばく 長期にわたる低線量率
持続性被ばく

・線量を一時に受けた場合には生体防御能力を越えた分だけ障害が現れる。

・同じ線量でも、長期にわたって受けた場合には、各時点で生体防御能力が対処
するので障害が現れないことがある。

生体防御能力によって
対処できるレベル

起
こ
り
う
る
障
害

正
味
の
障
害



• 生体防御機能がきちんと働くような、低い線量
レベルでは、 直線しきい値なしモデルは必ずし
も現実の生体影響を反映するものではない。

直線しきい値なしモデルと現実の健康影響

伝えたいメッセージ（１）
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「放射線はどんなに微量でも危険」

放射線 重篤な障害

放射線と「重篤な障害、がん、死」の短絡



放射線

線量？

「放射線の影響は「量」による

重篤な影響

影響なし
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組織障害の発生

がんリスクの増加
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福島住民の方々の
被ばく線量）

組織障害の発生

がんリスクの増加
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放医研 早見図 検索



伝えたいメッセージ（２）

放射線の影響は量によって

大きく異なる。

・ 放射線をあなどってはいけない

・ 放射線を怖がりすぎてはいけない



放射線の利用に関する
ベネフィットとリスクの両面を理解した上で、
放射線利用からもたらされる恩恵を、

安全に、安心して
享受することを目指して。

放射線の利用に関する安全文化の醸成

「放射線教育」の目標



「放射線はどんなに微量でも危険」か？

ご清聴ありがとうございました。


